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◎道東太平洋スルメイカ南下期調査結果 
北辰丸（釧路水産試験場調査船）により行われたスルメイカ調査結果をお知らせします。 

 調査期間：2 0 0 1 年 9 月 2 7 日～2 8 日 

 調査海域：道東太平洋沿岸（図１） 

 
 ①調査点の表面水温は２調査点ともに 14℃でした。50ｍ深の水温は、
St.1 が８℃、St.2 が４℃でした。 

②スルメイカのＣＰＵ

Ｅ＊は、St.1が 1 . 6、
St.2は０でした。 
ツメイカのＣＰＵＥ

は St.1 が０、St.2 が

0.1 でした。 
＊CPUE：イカ釣り機１台

で１時間に漁獲するイ

カの尾数。この数字が

大きいほどイカが多く
分布している。 

 

 

 

 

③漁獲したスルメイカの外套長＊範囲は 21～27cm（モード＊

23～24cm）でした。 
＊外套長：イカの胴体部の長さ。 
＊モード：最も多く漁獲されたイカの外套長。 
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図１ スルメイカ漁獲結果 
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